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【解答上の注意】以下の問いに答えよ。答は別紙解答用紙に問題の番号を示し記入せよ。
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以下の問題を解け。計算過程は省略せずに記述すること。

1．	 (1)	天球面上で一平方度（1°× 1°）の領域は何ステラジアンに相当するか。また全天球面は何平方度に相当するか。

それぞれ求めよ。

	 (2)	H I 輝線、 CO(J=1-0) 輝線、 Hα輝線はそれぞれ放射機構が異なる。これらの放射機構について説明せよ。また各

輝線の波長と、一般にどのような天体で観測されるか、そこの温度や密度はどのようになっているかを記述せよ。

	 (3)	黒体輻射のスペクトルであるプランク関数は下記の式で与えられる。

	 	 	Bv（T）＝
2hv3/c2

exp（hv/kT）－1

	 	 電波領域においては hv ≪ kT であるとみなし、上式を Tの一次関数で近似せよ。

	 (4) Miyamoto-Nagai potential は下記の形で与えられる。

	

	 		 このポテンシャルのもとで z=0 の平面内を純粋円運動する物体の速度 を求めよ。

2．	 (1)	ある光線の、ある周波数におけるspecific intensity を とする。 光線の進行方向に沿っ

て微小長さ だけ進んだときの の変化量 を、吸収係数 、 

	 	 	放射係数 等を用いて表せ。 

	 (2)	(1) の式の両辺を で割り、 の式として表せ。ただし は光学的厚みであり、 で定義さ

れる。

	 (3)	(2) の結果の式で と置き換え、両辺に を掛け、 とおいて式を書き直せ。

	 (4)	(3) の結果の式を の区間で積分し、 を求めよ。

	 (5)	(4) の結果を 、   を用いた式に書き直せ（輻射輸送方程式）。

Φ（R, z）=－
R2 ＋（a＋ b2 ＋ z2 ）2

GM




